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1 ．は じめ に

　近年モ バ イル 通信 網の 普及が進 み、携帯電話以外 に も自動販

売機
・ゲーム 機 ・セ キュリテ ィ

ー
端末等様々 な場面 で利 用 され

てい る。KDDI 株式会社 （以下、　KDDI ）・株式会社ウェ ザ
ー

ニ

ュ
ーズ （以下、WND は、　au 基地局を中心 とした全国約 3．000

箇所ヘモ バ イノ励到言機能を搭載した低価格な気象観測装置を展

開 し気象 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン サービ ス 「ソ ラテ ナ」を開始した。

その 中で
m
明星電気株式会社 （以 下、弊社） は、モ バ イ ル 通 信

端 末 を搭 載 した 低 価 格 な
一
体 型 気象計 （CWS ： CompaCt

Weather 　Station）の 開発 ・製造 を担 当 した。今回は CWS デ

ータと従来 の 気象観測装置との 比 較を行い 、CWS に よる稠密

観測 の 実用性 にっ い て 検討 した。

2．CWS 　　　と　　デ
ー

タ

　 ソラテ ナ に用い た   S の 要素 と分解能 を表 1 に 示す。気温 ・

湿度セ ン サ は強制通風で 測定 して い る。一
部 の観測点で は CO2

濃度も測定 してい る。各要素は 1分 毎に記録 され、KDDI の 携

帯無線通信モ ジ ュ
ー

ル で WNI の サーバ に収録 す る。

　今回 は気温 ・湿度 ・気圧 ・感雨 の データにつ い て、弊仕工 場

敷地内露場に設置済みの気温計、湿 度計、気圧計、雨量計を標

準器と して 比較 した。感雨につ い て は、CWS の 感雨計作動タ

イ ミン グと雨量計の 転倒開始タイ ミン グを比較 した。

表 1．CWS の 観測要素

観測 要素 計測範囲 分解能

気温 ・30，0〜＋50．0「℃］ 0ユ「℃］

相耕 晁度 0ρ〜100．0［％RH ］ 0．1％ ［R則

姙 800．0〜1040，0［hPa］0，1出Pa】
紫外線 偲鍍 （UVA ） 0．00〜180．00［Wlm2】0．01［wlm21
紫外 線B弓鍍 （UVB ） 0．00 〜 6．00［W ／m2 】 0．01［w ／m2 】

感 雨 撫 ．

日照 （照度〉 0〜130000［図 1［図

oα2濃度 0〜5000bpm ］ 1bpm ］

墨

　弊 社露 場 に設置 されて い る   S と標準器 を比較 した とこ ろ、

2012 年 3 月〜5 月 の 3 ヶ月間に おける気温、湿 度、気圧 の 差

（CWS 一
標 準器）の 平均値は そ れ ぞれ 十〇．6℃ 、十 8．3％、−

3．OhPa であ り、差の 標準偏差は 0．7℃、1．9％、0．3hPaで あっ

た。CWS は 三要素とも日変化を捉えてい たが、気温は昇温時

に最 も誤差が大 きくなる傾向がみ られた討 鍍 は下降開始時に

最も誤差が大きくなり、気圧は、気温が上昇 （下降〉する と共

に誤 差が大 きく （小 さ く）なる傾向がみられた。
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図 1 気温 の例（横軸 ：標準器、縦軸 ：CWS ）

　また、表 2 の 事例につ い て 雨量計 の デ
ー

タ と、CWS の 感 雨

データの 比較を行 っ t。い ずれの 事例も転倒ます雨量計がカ ウ

ン トするよ りも早 く、CWS の 感雨計が感知 した。

表 2，CWS 感雨、転倒ます 雨量計 の 比較

図 1，CWS 外観図（正 面視）

事例 日付 CWS 感雨 転倒ます転倒

台風 201210〔V1912 ；10 12：20

熱雷 2012108！1817 ：13 17：30

移動 腔低気圧 2012〆1∬1115 ：32 16：10

※CWS は 1 分値、転倒ますは 10分値

4 ．今後の 課題

　気温 ・湿度 ・知 王の 比較か ら誤差 ・ぱ らつ きは あるが、日変

化 は捉え られてい る。誤差の 要 因につ い て は今後詳 しく調査し、

今後の 開発で これ らの 問題 の 改善を図 る。既 存の 地上気 象観測

に加え、安価な稠密観測網 によ り時間分解能が高く、空間的に

高密度な気象デ
ー

タ を提供す るこ とで、極端気 象観測や 予測 精

度の 向上 に役立たせ るこ とがで きる と考えられ る。
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